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■2025 年度入試における教科「情報」の出題に注目が集まる 

来春（2022 年度）の高校入学生が受験生となる 2025 年度入試（以下、新課程入試）では、大学入学共通テ

スト（以下、共通テスト）の出題教科に「情報」が追加され、「情報Ⅰ」の範囲が出題されることが決まって

いる。一方、「情報」を専門とする高校教員の不足や地域格差などが課題になっているほか、現行の大学入試

では個別試験で「情報」を課す大学が少ないため、過去問が不足していることなども不安材料である。そこで、

どれくらいの大学が共通テストや個別試験において、「情報」を課すかに注目が集まっている。 

 

■87 大学が 2025 年度入試で「情報」を課す方向（一部の学部・学科・方式での出題や選択科目を含む） 

 朝日新聞×河合塾共同調査「ひらく 日本の大学」2021 年度調査では、

教科「情報」を中心に、新課程入試に向けた検討状況を聞いた。なお、

各大学の回答は６～８月時点での方向性である。 

調査では、共通テスト、一般選抜における個別試験それぞれについて、

「必須科目または選択科目として課す・課す方向（一部の学部・学科・

方式含む）」「課さない・課さない方向」「検討中」「わからない」の中か

ら当てはまるものを選択してもらった＜図表１・２＞。 

まず、共通テスト・個別試験ともに、全体の７～８割が「検討中」や

「わからない」を選択した。 

「課さない・課さない方向」は、共通テストでは 64 大学（10％）、個

別試験では 150 大学（23％）である。 

「必須科目または選択科目として課す・課す方向（一部の学部・学科・

方式含む）」と回答した大学は、共通テストでは 84 大学（13%）、個別試

験では 21 大学（3%）である。87 大学（13%）が共通テストか個別試験の

いずれかで教科「情報」を課す方向とした。 

ただし、「課す・課す方向」と回答した大学には、一部の学部・学科・

方式のみで共通テスト「情報」を利用または個別試験で出題する大学や、

選択科目の一つとして「情報」を利用・出題する大学なども含まれてい

る。また、共通テスト「情報」の利用については、国立大学協会（以下、

国大協）の方向性や、高校での情報教育の状況などによっては、各大学

の利用方針も変わる場合がある。個別試験での「情報」の出題につい

ては、特に現行課程で出題していない大学にとっては、作問などの課

題が大きく、実際には出題を見送る可能性もある。 

なお、各大学は、大学入試に大きな変更が生じる場合、いわゆる「２

年前ルール」に準じて予告を行う必要がある。国立大学については、

教科「情報」の扱いを含めて、国大協が方向性を示した上で、各大学

で検討が進み、来夏（2022 年夏）には多くの大学で入試科目が公表さ

れる見込みである。正式な情報は、各大学が公表する情報を参照いただきたい。 

＜図表３＞に、共通テスト・個別試験のいずれかで「課す・課す方向」と回答した大学と、両方で「課さな

い・課さない方向」と回答した大学を示しているが、これらの点にご注意いただきたい。 

新課程入試 － 朝日新聞×河合塾「ひらく 日本の大学」2021 年度調査より 

新課程入試における教科「情報」の方向性 

 

※ 朝日新聞×河合塾共同調査「ひらく 日本の

大学」2021 年度調査より 
※ 回答の「課す」は、共通テスト「情報」の

利用および個別試験での「情報」出題を表

すが、一部学部・学科・方式での利用・出

題、選択科目としての利用・出題を含む。

※ 回答は 2021 年６～８月時点の方向性であ

り、今後変更の可能性がある。 
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■教科「情報」、「数学 C」、地理歴史・公民などの扱いを中心に不安や課題を感じる大学も 

 「ひらく 日本の大学」2021 年度調査では、教科「情報」だけでなく、新課程入試全体について不安に感じ

ている点や課題について自由に書いてもらった。回答大学のうち約半数が、何らかの不安や課題を記載した。 

 回答内容を見ると、教科「情報」のほか、「数学Ｃ」や地理歴史・公民、国語など、新学習指導要領や共通

テストでの変更が大きい教科・科目の出題や出題範囲などが多く挙がった。ほか、（調査時点では 2025 年度共

通テスト実施大綱が未発表などによる）情報不足による検討の遅れ、（2021 年度入試における英語資格・検定

試験や記述式問題の導入が直前に延期されたように）共通テストの方針が突如変更されることへの危惧など

も挙がる。高校の先生方が感じているのと同様の不安や課題を、大学も感じているようだ。巻末資料として、

いくつか紹介する。 

 

■朝日新聞×河合塾 共同調査 「ひらく 日本の大学」2021 年度調査概要 

【調査実施期間】 2021 年６～８月 
【調査対象】   775 大学（大学院大学、通信制のみの大学を除く） 
【協力大学数】  655 大学（回答率 85％） 
【掲載記事】 

9/19 コロナ禍における学生の孤立を防ぐ取り組みを掲載（朝日新聞デジタル限定記事） 
9/20 教科「情報」、男女共同参画に関する記事を紙面掲載 

【参考】朝日新聞デジタル「ひらく 日本の大学」 
https://www.asahi.com/edu/hiraku/ 

 

■ご案内 

河合塾では、教科「情報」に関する調査研究を進め、高校の先生方にご利用いただけるよう情報公開してい

ます。こちらもご活用ください。 

情報教員応援サイト「キミのミライ発見」（https://www.wakuwaku-catch.net/） 

 高校における教科「情報」の授業実践例を、学習指導要領の項目別に分類して掲載しているほか、情報入

試を実施する大学や、実際の情報入試問題を検索できるようにしています。 

 

  

＜図表３＞2025 年度入試での「情報」出題の方向性（一部の学部・学科・方式での出題や選択科目を含む）

共通テスト・個別試験で「課す・課す方向」 個別試験で「課す・課す方向」 

筑波技術大、京都府立医科大、札幌大、千葉工業大、

東洋大、神奈川大、京都精華大など 

東京情報大、駒澤大、倉敷芸術科学大 

共通テストで「課す・課す方向」 共通テスト・個別試験とも「課さない・課さない方向」

秋田大、群馬大、金沢大、福井大、名古屋工業大、大

阪教育大、九州工業大、公立諏訪東京理科大、獨協

大、國學院大、中央大、立教大、関東学院大、桃山学

院大学など 

奈良県立医科大、仙台大、獨協医科大、昭和薬科大、

聖心女子大、日本歯科大、兵庫医科大、九州共立大、

産業医科大など 

※ 朝日新聞×河合塾共同調査「ひらく 日本の大学」2021 年度調査より 

※ 回答の「課す」は、共通テスト「情報」の利用および個別試験での「情報」出題を表すが、一部学部・学科・方式での

利用・出題、選択科目としての利用・出題を含む。 

※ 回答は 2021 年６～８月時点の方向性であり、今後変更の可能性がある。 
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【巻末資料】2025 年度入試で不安に感じている点や課題（自由記述、抜粋） 

教科「情報」の扱い 

 競合他大学との兼ね合いも含めて、情報科目の取り扱い（情報科目のウェイトが高い大学を受験生が避ける可

能性を危惧している）。また、各高校における情報教育の均一度（当面の間、地方の高校ほど入試において不

利になることを、地方の高校生を数多く受け入れている地方大学として危惧している）。（国立大） 

 「情報」を一般選抜の独立した教科として共通テストに組み込むことについて、以下 2点の課題を記載してお

きたい。①高校現場における万全の履修体制を整備することが必要（特に指導できる教員の確保や時間割の確

保等）②公平性の確保にむけた県によるバラつきの解消（履修学年、履修範囲・内容など）が必要。（国立大）

 情報の旧教育課程履修者に対する経過措置については単独の大学で判断できる問題ではなく、国等で検討し

て対応方針を定めるべきと考える。（国立大） 

 情報科目のみについては知らされているが、その他の科目とのバランスや難易度など、わからないことが多い

ので、この変革そのものを評価しにくい。データサイエンス教育とそのカリキュラムの新設を多くの大学が検

討しているが、「情報」に関する高校時代の教育とその評価、合格者の学力水準（達成度）がわからない点が

不安である。（国立大） 

 高校での情報教育がどこまで進むのか、それにより共通テストでの問題自体が変わるであろうし、実際に実施

できる状況にまで行けるのか（記述問題や英語民間試験導入の中止のようにならないか）。（公立大） 

 「情報」の試験への対応。他大学、特に本学と併願が想定される大学の状況が不明である。（私立大） 

 「情報」を個別試験で課す場合、問題作成者不足が懸念される。（私立大） 

新学習指導要領での科目再編や、共通テストの科目変更の影響 

 本学では高等学校等における文系履修者に対しても、共通テストで「数学Ⅱ」の受験を課している。数学科目

の出題範囲が「数学Ｃ」まで広がることとなるが、受験者への影響についても考慮しながら、2025 年度入試

以降数学の科目選択について検討する必要がある。（国立大） 

 共通テストにおいて、「地歴・公民」の選択方法が複雑化することに不安を感じている。課題としては、「情報」

をどのように入学者選抜に組み込むかが挙げられる。（国立大） 

 「歴史総合」をはじめ、従来の各科目での学習範囲を超えた科目が入試科目となると、個別の大学での出題対

応は困難なものとなることが予想される。（私立大） 

 歴史総合や数学Ｃなどの追加が受験生の負担になり、思考力や表現力を伸ばす妨げになるのではないかとい

う不安。（私立大） 

 数学Ｂ・数学Ｃの出題範囲をどうするか、広げすぎると出願者の減少の恐れがある。（私立大） 

 共通テストにおいて、数学Ｃや地理総合、歴史総合などが加わることによって出題範囲が広がり受験生の負担

が見込まれる。また、数学Ｃは３年生で学ぶため、十分な理解が出来ているのか疑問である。理科の基礎科目

４つを１科目にまとめたものは２科目選択とはいえ選択する受験生がいるのか疑問である。大学の個別試験

においては、旧教育課程履修者に対する経過措置に対応できるか難しい問題である。（私立大） 

 情報科目以外にも国語の実施内容や、歴史総合の扱いなど、問題作成にあたって、高校のカリキュラムとの関

係が不安点である。（私立大） 

新課程入試全体への不安や課題 

 情報不足のため検討が進まない。また、他大学の状況によっても志願動向に影響があるので検討が遅くなる傾

向がある。（私立大） 

 新入試制度・コロナ感染予防などに忙殺され、じっくり検討する時間が取れない。（私立大） 

 確定情報が未だ発表されておらず、今後、学内での検討時間が削られていくことや受験生への公表時期が遅れ

てしまう可能性があることを懸念している。（私立大） 

 高校教育との接続を踏まえた入試設計となるよう高校現場等との対話の機会を設定していきたいが、コロナ

禍でなかなか進んでいない現状が課題。（私立大） 

 再び直前に方針が大きく変更され、受験生に不利益が生じなければよいと思います。（公立大） 

 記述式、英語４技能、主体性評価などがどこまで各大学に求められるのかはっきりせず、対応に苦慮してい

る。（私立大） 

 入試の実施方法について、高校や大学の実情や意欲を考えずに無理のある立案が行われて混乱が生じる、とい

う経緯があるので、今後も似たようなことが起きるのではないかと危惧している。したがって、現状で取り沙

汰されている変更以外の結果が生じることも想定して準備をしておく必要がある。（私立大） 

 入試改革（記述型導入、英検等の外部試験導入）において、大学入試共通テストやその他の試験で大変な混乱

を生じた。一定の期間で公平に採点することや、受験生の金銭的負担に関して、十分な解決策が見いだせない

中での見切り発車となったことに不安を感じている。（私立大） 

 大学入学共通テストにおける教科「情報」がどのような出題となるのかなど、先般見送られた「英語民間資格

検定試験利用」と「国語・数学の記述式導入」のように直近になり、大きな混乱を招く方針転換が二度と起こ

らないよう、切に願います。（私立大） 

 


